
















































































































つつある。学制は 5+3+2+2 制（全 12 学年）であり、
この後に大学等の高等教育が加わる。義務教育は最
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は そ の 代 表 で あ る。 し か し、1980 年 代 以 降 ヒ ン
ドゥー・ナショナリズムが政治的にも伸張し、98 年
にはこの運動の一翼を成すインド人民党が中央政権を
掌握した。そして公教育にもその影響は及び、2002
年からは国立機関発行の歴史教科書がヒンドゥー教至
上的内容に書き換えられる事態が起きたのであった。
＜第３章＞インドの教育行政は基本的に各州政府の
管轄だが、1976 年以降は中央政府の関与が強まり、
88 年には初めての国家統一カリキュラムが作成され
た。ガンディーはインドの「真の独立」のために宗教
を背景とした道徳教育の重要性を唱え、また国家は宗
教的に中立（セキュラー）であるべきと考えていた。
初代首相のネルーは、宗教は個人の内面の問題ととら
え、公的領域での宗教の強い影響力には否定的であっ
た。宗教・道徳教育についての政府設立の教育委員会
勧告では、独立後しばらくは宗教的価値を背景にした
教育が人間形成上重視されていたが、60 年代を境に
宗派教育的な価値付けは避ける方向に変化してきた。
現行カリキュラムでは、教育のあり方はセキュラリズ
ムを含めた憲法の民主的理念に沿うべきものだと位置
づけるものの、セキュラリズムの具体的内容には触れ
ていない。
＜第４章＞社会政治生活教科書には、インドでは政
治と宗教を分離するとあるが、（宗教的）多数派によ
る少数派への支配や差別などには国家が介入するとあ
る。これはヒンドゥー教内の不可触民差別の禁止を主
に想定したインド的特徴であり、ゆえに政治と宗教の
分離が絶対的なものではなく、また政治の諸宗教に対
する中立を示している。環境科学教科書では、宗教は
個人の内面的なものよりも実践として集団的なものと
して描かれ、民主主義理念的を背景に宗教的悪習を改
革することは善であるという価値付けがされている。
＜第５章＞ヒンディー語教科書は諸宗教の子供たち
が祭りを共に祝うという描き方では共通しているが、
どの宗教の祭りなのかは明示されない。ここでも宗教
は内面的よりは実践的なものであり、かつ宗教間の融
和の理想を示すものの、登場人物の中心はヒンドゥー
教徒である。歴史教科書ではヒンドゥー教の歴史を中
心的に取り上げることはせず、それに比して目立つの
はカーストの問題（起源やその改革の思想や運動）や
現在の指定部族と呼ばれる人々の歴史である。これら
は少数派への差別や迫害の事実を認め、それらは改革
されるべきであり、少数派もインド国民として等しく
扱おうとする視点である。
＜終章＞公教育からみたインドの政教関係は、教育
政策的には宗教的道徳重視から世俗的なものへと変わ
り、教科書では宗教は主に文化的な実践とされ、さら
に諸宗教に対する国家の不介入・中立的な立場が強調
される一方、民主主義観点からは宗教（的悪習）への
介入・干渉もあるとしている。これはインドのセキュ
ラリズムの矛盾点かつ特徴である。以上から、インド
のセキュラリズムは、諸宗教中立主義、反コミュナル
主義、反カースト差別主義であると結論した。
